
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

の
も
と
よ
し
み
通
信

中
山
間
地
域
の
道
の
駅
　
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
検
討
を

道
の
駅
は
、
24
時
間
無
料
で
利
用
で
き
る

駐
車
場
と
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
、
国
交
省
で

登
録
し
た
一
般
道
路
の
施
設
で
、
全
国
に

駅
あ
り
ま
す
（
今
年
1
月
現
在
）。

市
は
、
中
山
間
地
域
へ
の
設
置
を
検
討
中
。

昨
年
度
は
設
置
可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
5

か
所
の
設
置
候
補
地
を
選
定
（
小
原
の
郷
、

金
原
地
区
、
津
久
井
湖
観
光
セ
ン
タ
ー
、
鳥

居
原
ふ
れ
あ
い
の
館
、
藤
野
や
ま
な
み
温

泉
）。
今
年
度
は
候
補
地
を
決
定
し
、
基
本
構

想
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
ち
お
こ
し
に
成
功
し
た
駅
が
あ
る
一
方

で
、
集
客
に
苦
戦
し
、
赤
字
経
営
の
駅
も
。

施
設
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
こ
の
場
所
な
ら

で
は
の
グ
ル
メ
や
特
産
品
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
開
発
や
、多
世
代
交
流
や
防
災
拠
点
な

ど
の
多
機
能
化
も
含
め
、多
面
的
な
検
討
が

必
要
で
す
。
何
を
重
視
し
て
場
所
を
決
定
し
、

ど
ん
な
駅
に
し
て
い
く
の
か
。
注
目
で
す
。

暑
い
夏
。ク
ー
ル
シ
ェ
ア
を
実
施
中
！

み
ん
な
で
省
エ
ネ
し
ま
せ
ん
か

危
険
な
暑
さ
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症
予
防

や
節
電
の
た
め
、
市
で
は
、
家
の
エ
ア
コ
ン

を
消
し
て
、
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
の
民
間

施
設
で
過
ご
す
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
さ
が
み
は

ら
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
緑
区
内
は
31

の
公
共
施
設
、
10
の
民
間
施
設
で
実
施
中
。

ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
、

賢
く
、
地
球

に
や
さ
し
い

夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

9月議会の日程

8月25日（月） 本会議（提案）

9月2日（火）、3日（水）　 本会議（代表質問）

　 5日（金）～11日（木） 常任委員会、決算分科会

　 24日（水）～26日（金） 一般質問

　 30日（火） 本会議（採決）

※市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

平和への願いを込めて植えられたひまわり　～龍源山正泉寺にて～

第54回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
城山公民館
14時～16時　

 日にち  
8月30日（土）

少子化と人口減少が進む中、適正
な学校規模や総合事務所等のあり
方が検討されています。安心して暮
らすために、学校や公共施設はど
うあるべきか。クールシェアしなが
ら話し合いませんか？

公共施設のあり方を考える 参加費無料

2025年度 のもとの仕事

●議会運営委員会
●民生委員会
●防災・減災特別委員会
●公共交通整備
　促進協議会 理事
●大山丹沢山系鳥獣害等
　問題議連 理事

2025年7月
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相
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移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

公
共
の
役
割
と
は

民
間
事
業
者
が
担
っ
て

き
た
公
共
交
通
も
、
採
算

性
や
運
転
士
不
足
等
で

縮
小
、
撤
退
が
進
ん
で
い

ま
す
。
公
共
の
役
割
を

ど
う
考
え
、
そ
の
責
任
を

ど
う
果
た
し
て
い
く
の
か

市
長
に
尋
ね
ま
し
た
。「
行
政
と
し
て
、
市
民

の
需
要
に
適
切
に
対
応
し
た
移
動
手
段
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」「
誰
も

が
移
動
し
や
す
く
外
出
し
た
く
な
る
交
通
環

境
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策
を
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
る
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

神
奈
中
と
の
協
議
状
況
は

路
線
バ
ス
の
撤
退
は
、
住
民
に
と
っ
て
極

め
て
重
大
な
こ
と
で
す
。
神
奈
中
と
の
協
議

状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
三
ケ
木
・
相
模

湖
間
の
2
路
線
は
維
持
、
11
路
線
は
廃
止
の

方
向
を
含
め
、
覚
書
を
締
結
し
た
と
の
こ
と
。

令
和
9
年
2
月
末
日
ま
で
に
、
神
奈
中
は
国

へ
路
線
廃
止
の
届
け
出
を
行
な
う
そ
う
で
す
。

現
状
や
今
後
の
取
組
を
市
民
に
周
知
す
る
よ

う
求
め
た
と
こ
ろ
、
10
月
か
ら
実
施
予
定
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
開
始
前
に
、
対
象

地
域
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
し
、
そ

の
中
で
周
知
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

周
知
な
く
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

改
め
て
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

市
が
行
っ
た
「
中
山
間
地
域
の
交
通
再
編

に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
5
／
30
〜
６
／
30
）。

十
分
な
周
知
も
な
く
、
内
容
は
ほ
ぼ
乗
合
タ

ク
シ
ー
に
関
す
る
も
の
だ
け
。
集
約
状
況
を

尋
ね
る
と
、
6
／
25
時
点
で
の
回
答
は

件
、
路
線
バ
ス
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
変
わ
る
心
配
事
と
し
て
、「
予
約
が
面
倒
」

64
％
、「
料
金
が
高
い
」
63
％
、「
条
件
に
よ

っ
て
は
利
用
を
希
望
す
る
」
58
％
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
こ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
た
上
で
、

意
味
の
あ
る
実
証
運
行
に
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
幅
広
い
世
代
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
よ
う
要
請
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
全
戸
配
布
に
合
わ

せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
ニ
ー
ズ
や

移
動
の
実
態
を
把
握

し
て
い
き
た
い
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
市
民
満
足
度
の
向
上

公
共
交
通
だ
け
で
な
く
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

や
ゴ
ル
フ
場
等
の
民
間
の
送
迎
バ
ス
、
福
祉

車
両
、
自
家
用
車
な
ど
、
様
々
な
車
両
が
動

い
て
い
ま
す
。
庁
内
横
断
的
に
取
り
組
み
、

ヒ
ト
（
運
転
手
）、
モ
ノ
（
車
両
）、
カ
ネ
（
財

源
）
を
一
元
化
し
て
、
全
体
最
適
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
や
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
、

の
活
用
も
検
討
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

地
域
交
通
は
、
生
活
や
社
会
活
動
の
重
要

な
基
盤
で
す
。
横
浜
市
の
地
域
公
共
交
通
計

画
よ
う
に
、
外
出
促
進
、
健
康
増
進
、
高
齢

者
の
免
許
返
納
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
転
換
等

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
診
療

所
の
統
合
や
学
校
の
再
編
等
も
見
据
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、

生
活
の
質
を
高
め
る
視
点
を
持
ち
、
市
民
や

事
業
者
と
共
創
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
や

移
住
促
進
等
に
も
つ
な
が
る
地
域
交
通
に
し

て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

香
害
や
化
学
物
質
過
敏
症
へ
の
対
応

公
共
空
間
は
香
害
の
な
い
場
所
に

柔
軟
剤
の
香
り
や
微
量
の
化
学
物
質
等
に

敏
感
に
反
応
し
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気

な
ど
が
起
き
る
香
害
や
化
学
物
質
過
敏
症
。

い
つ
誰
が
発
症
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
人
に
よ

っ
て
反
応
す
る
物
質
も
症
状
も
様
々
で
す
。

周
り
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
く
、
孤
立
し
た
り
、

症
状
が
悪
化
し
て
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に

支
障
が
出
た
り
す
る
場
合
も
。
誰
も
が
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
、
公
共
空
間
を
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
フ
リ
ー
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、「
公
共
空
間
で
は
、
合
成
香
料

を
含
む
製
品
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
公
共
施

設
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
民
間
施
設
等
に

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
依
頼
し
て
お
り
、

今
年
度
は
図
書
館
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
大
型

商
業
施
設
で
啓
発
を
実
施
す
る
予
定
で
、
今

後
は
公
共
交
通
機
関
や
商
業
施
設
、
マ
ン
シ

6
月
議
会
　
一
般
質
問

民
生
委
員
会

※
1

※
2

※
1
個
人
が
自
家
用
車
を
利
用
し
て
有
償
で
他
人
を
運
ぶ

配
車
サ
ー
ビ
ス

※
2

の
略
語
。
ス
マ
ホ
の
ア
プ

リ
等
で
、
移
動
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

交
通
手
段
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・

決
済
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

一般ごみの中身(2024年度調査結果)

紙類
14.2%

容器包装プラ
14.4%

資源化
できるもの

生ごみ
22.2%食品ロス

7.0%

その他のごみ
39.7%

その他のごみ
37.1%

製品プラ
2.6%

生ごみ
29.2%

その他資源
2.5%

31.1%

ョ
ン
等
で
も
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
公
共
施
設
や
学
校
等
で
使
う
物

品
は
、
香
料
等
に
配
慮
し
て
選
ぶ
よ
う
求
め
、

検
討
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
通
え
る
学
校
に

全
国
9
都
道
府
県
の
児
童
生
徒
１
万
人
の

調
査
で
は
、
香
害
で
体
調
不
良
に
な
っ
た
経

験
が
未
就
学
児
は
2
％
前
後
で
す
が
、
年
齢

と
と
も
に
増
え
、
小
学
校
高
学
年
以
降
は
10

％
代
に
。
男
子
中
学
生
は
15

に
上
り

ま
し
た
。一
方
、昨
年
度
、
本
市
の
児
童
生
徒

人
の
う
ち
、学
校
が
化
学
物
質

過
敏
症
と
把
握
し
た
人
数
は
、わ
ず
か
18
人
。

実
態
を
把
握
し
、
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ

て
配
慮
す
る
よ
う
求
め
、
東
京
都
の
よ
う
に

手
引
き
等
を
作
成
す
る
こ
と
、
保
健
調
査
票

へ
の
記
入
漏
れ
を
な
く
す
た
め
、
感
覚
過
敏

や
化
学
物
質
過
敏

症
等
の
項
目
を
設

け
る
こ
と
を
提
案
。

ど
ち
ら
も
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

大
切
な
の
は
ご
み
に
し
な
い
暮
ら
し

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
　
一
括
回
収
へ
　

プ
ラ
製
品
に
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ
る
も

の
（
容
器
包
装
プ
ラ
）
と
な
い
も
の
（
製
品

プ
ラ
）
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
現
在
、
前
者

だ
け
を
分
別
回
収
し
、
後
者
は
一
般
ご
み
と

一
緒
に
燃
や
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
10
月
か

ら
は
、
後
者
も
プ
ラ
ご
み
と
し
て
一
括
回
収

し
、
資
源
化
す
る
こ
と
を
決
定
。
必
要
経
費

は
年
間
約
4
億

万
円
増
え
ま
す
。

容
器
包
装
プ
ラ
は
、
製
造
事
業
者
が
使
用

済
み
製
品
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
コ
ス
ト

を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
製
品
プ
ラ
は
自
治

体
負
担
と
な
り
、
プ
ラ
製
品
を
使
わ
な
い
市

民
の
税
金
も
使
わ
れ
ま
す
。
国
に
対
し
、
製

造
事
業
者
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
と
拡
大
生
産

者
責
任
、
自
治
体
へ
の
必
要
な
予
算
措
置
を

強
く
求
め
る
よ
う
、
要
請
し
ま
し
た
。

プ
ラ
新
法
で
、
製
品

プ
ラ
の
回
収
・
資
源
化

は
、
自
治
体
の
努
力

義
務
に
な
り
ま
し
た

が
、
義
務
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
財
政
負
担
や
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
な
ど

の
課
題
が
山
積
み
の
中
、
な
ぜ
来
年
度
の
実

施
を
決
め
た
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
の
た
め
、
市
の
率
先
行
動
と
し

て
、
市
民
と
事
業
者
の
意
識
改
革
と
行
動
変

容
を
促
す
と
の
こ
と
。

相
模
原
市
は
、
集
め
た
プ
ラ
製
品
を
中
間

事
業
者
に
委
託
し
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
に
引
き
渡
す
だ
け
。
そ
の
後
、
プ

ラ
製
品
に
再
商
品
化
す
る
か
、
燃
料
等
に
す

る
か
は
お
任
せ
で
す
。
一
方
、
川
崎
市
や
横

須
賀
市
等
は
、
市
内
で
再
商
品
化
し
て
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
状
況
を
市
民
に
見
え
る

化
し
、
運
搬
等
で
発
生
す
る

を
減
ら

す
た
め
に
も
、
市
内
で
の
再
商
品
化
を
め
ざ

す
よ
う
、
促
し
ま
し
た
。

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源

家
庭
か
ら
出
る
一
般
ご
み
に
は
、
約
30
％

の
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
終
処
分
場

を
延
命
す
る
た
め
に

も
、
紙
類
は
分
別
し
て

資
源
ご
み
へ
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
一
般
ご
み
や

プ
ラ
ご
み
に
混
ぜ
な
い

で
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ

ル
を
は
ず
し
て
分
別
し

て
出
せ
ば
、
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

便
利
な
プ
ラ
製
品
で

す
が
、
地
球
規
模
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
ご
み

の
処
理
単
価
が
4
万
7
千
円
／
ｔ
な
の
に
対

し
、
プ
ラ
ご
み
の
資
源
化
に
は
9
万
8
千
円

／
ｔ
と
2
倍
以
上
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
プ
ラ
製
品
の
使
用
量
を
減

ら
す
こ
と
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ご
み
一
括
回
収

に
合
わ
せ
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
、
市
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
使
い
捨
て
プ
ラ
容
器
を
使

わ
な
い
取
組
を
求
め
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

い
方
法
で
プ
ラ
一
括
回
収
の
意
義
を
伝
え
、

市
民
等
の
行
動
変
容
を
求
め
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
。
今
後
に
期
待
し
ま
す
。

※
3
第
33
回
日
本
臨
床
環
境
医
学
会
学
術
集
会
・
環
境
過

敏
症
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
さ
れ
た
、「
子
ど

も
の
「
香
害
」
と
環
境
過
敏
症
状
に
関
す
る
全
国
調
査

の
中
間
報
告
」
と
題
す
る
永
吉
雅
人
氏
（
新
潟
県
立
看

護
大
学
）
ら
の
共
同
研
究

※
4
製
品
の
生
産
者
が
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
責
任
を
負

う
こ
と

※
5
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
。

年
4
月
施
行

※
6
使
用
済
み
の
製
品
を
同
じ
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

こ
と
。
ボ
ト
ル

ボ
ト
ル

※
3

※
4

※
5

※
6

公益財団法人横浜市資源循環公社HPより



10
億
個
の
星
と

８
K
映
像
の
同
時
体
験

世
界
初
！

博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
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訪
問
介
護
事
業
所
に
必
要
な
支
援
を
　
　

介
護
報
酬
の
改
定
で
経
営
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
訪
問
介
護
事
業
所
。
国
が
示
し
た

人
材
確
保
や
経
営
改
善
の
支
援
事
業
に
取

り
組
む
事
業
所
に
補
助
金
、
約
１
億
円
を

出
す
提
案
が
。
予
算
額
は
、
3
月
時
点
の

事
業
所
調
査
を
元
に
し
た
も
の
。
申
請

は
、
回
答
に
関
係
な
く
、
広
く
募
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
予
算
額
を

上
回
っ
た
時
の
対
応

は
未
決
定
で
し
た
。

品
川
区
は
、
報
酬

改
定
に
よ
る
減
収
分
を
事
業
所
に
補
填
す

る
独
自
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

は
実
態
調
査
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
疑
で
、
人
材
不
足
感
の
あ
る
事
業
所
は
、

一
昨
年
度
は
62 

％
、
昨
年
度
は
66 

％
と
悪
化
し
て
お
り
、
区
で
差
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
（
緑
区
75 

、
中
央

区
62 

％
、
南
区
66 

）。

今
後
ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
。
市
民
を
介
護
難
民
に
し

な
い
よ
う
、
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ

き
で
す
。
地
域
や
規
模
ご
と
の
事
業
所
の

実
態
を
把
握
し
、
現
場
を
持
つ
自
治
体
と

し
て
国
の
政
策
や
事
業
を
見
極
め
、
必
要

な
要
望
や
独
自
策
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。

民
生
委
員
の
あ
り
方
　
見
直
し
を

民
生
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
今
年
は

改
選
期
。
定
数
を

人
か
ら

人
に
増
や
し
ま
す
が
、
6
／
1
時
点
で
の

欠
員
は
50
人
。
児
童
虐
待
や
引
き
こ
も

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す

る
中
、
な
り
手
不
足
が
課
題
で
す
。
時
代

や
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
民
生
委
員
の

役
割
や
働
き
方
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
り
方
等
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

津
久
井
湖
観
光
セ
ン
タ
ー
再
整
備
へ

昨
年
度
、
県
か
ら
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ

た
同
セ
ン
タ
ー
。
老
朽
化
し
た
施
設
の
建

替
に
あ
た
り
、
役
割
分
担
や
費
用
負
担
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
県
と
市
で
覚
書
を

締
結
。
6
月
補
正
で
約

万
円

を
予
算
化
し
、
民
間
活
用
の
事
業
手
法
、

実
現
可
能
性
、
事

業
者
の
参
入
意

欲
等
を
調
査
し

ま
す
。
地
域
活

性
化
の
拠
点
と

し
て
魅
力
あ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、

期
待
し
ま
す
。

開
館
30
周
年
を
迎
え
た
市
立

博
物
館
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に

最
新
鋭
の
光
学
式
投
影
機
と
全

天
周
デ
ジ
タ
ル
式
映
像
投
影
機

器
を
導
入
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
経
費
は
約
５
億
円
）。
投
影
で

き
る
星
の
数
は
、
以
前
の

2
万
5
千
個
か
ら
約
10
億
個

に
。
高
精
細
な
８

映
像
と
と

も
に
鮮
明
で
迫
力
あ
る
宇
宙
空

間
を
楽
し
め
ま
す
。

と
の
コ
ラ
ボ
も
。
観
覧
料
は
大

人

円
、
市
内
在
住
・
在

学
の
子
ど
も
は
無
料
。
ぜ
ひ
博

物
館
へ
！
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

は
7
／
27
ま
で
事
前
予
約
制
）

津
久
井
公
共
施
設
再
編
　
3
年
延
期

7
月
中
、
標
記
の
大
規
模
事
業
評
価
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
基
本
構
想（

年
9
月
策
定
）
で
は

年
度
だ
っ
た
供
用

開
始
が

年
度
に
3
年
延
期
さ
れ
、
概
算

工
事
費
も
約
32
億
円
か
ら
約
65 

億
円
へ
。

土
砂
災
害
対
応
や
道
路
付
替
案
の
検
討
で
、
基

本
計
画
策
定
が
半
年
遅
れ
た
こ
と
は
理
解
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
遅
れ
は
、
見
通
し
の
甘
さ
に
起

因
し
、
遺
憾
で
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
地
域
の
公

共
施
設
再
編
に

方
式
が
適
切
か
、
地
域
の

変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
運
用
で
き
る
の
か
、
疑

問
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
公
共
の
役
割
を
果
た

せ
る
機
能
を
備
え
、
住
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
め

ざ
し
、
働
き
か
け
ま
す
。

藤
野
診
療
所
　
総
合
事
務
所
内
へ

市
は
、日
連
診
療
所
を
藤
野
診
療
所
に
統
合
す

る
方
針
で
す
が
、統
合
先
の
藤
野
診
療
所
が
手
狭

で
、駐
車
場
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
に
。4
月

の
庁
議
で
藤
野
総
合
事
務
所
の
1
階
に
診
療
所
を

再
整
備
す
る
方
向
性
を
決
定
。
今
年
度
中
に
基
本

計
画
の
策
定
と
基
本
設
計
に
着
手
、

年

度
中
の
改
修
工
事
完
了
を
め
ざ
す
意
向
で
す
。地

域
医
療
の
充
実
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

※
7

※
7 

民
間
の
資
金
等
を
活
用
し
公
共
事
業
を
実
施
す
る
手
法


